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論文内容要旨
 研究目的: 上腹部手術を行なった症例の術後膵外分泌機能の変動, とくにその回復の状況や
 胃管抜去, 食餌摂取の術後膵外分泌へ及 ぼす影響などについては報告も少く, また膵線維化例の
 膵実質量, さらに膵切除例における残存膵実質量と膵外分泌量との相関についても 一定の見解が
 ない。 著者は上記の諸問題を解決するため人体例において膵管 ドレナージを行なった症例の膵外
 分泌機能を分析, 検討を試みた。
 検索対象ならびに方法: 対象としては術中, 主膵管に Pd !yvinyl 管を挿入 した 19例を
 用いた。 術式別には胆道 手術7例, 胃切除術7例, 膵頭切除術5例である。 胆道手術, 胃切除術
 例では経十二指腸的に,膵頭切除例では膵の切離面より残存膵の主膵管へ挿管 し, チューブは空
 腸を介 して体外に誘道, 膵液は氷冷 した容器に貯えた。 採液は 一日4回, 6時間毎に行い液量測
 定後, 酵素測定のため 一4℃に凍結保存 した。. HGO 諏 Vaロ Slyke 法, Amylase は Ca raway法,
 Li pa se, Trypsin はそれぞれ01ive 油, BAEEを基質と・し, pH-S tat 法にて自動滴定装置を
 用いて測定 した。 これ らより各分画毎の排出量を算出, 加算 し, 一日 量を求め以下の検索 に用 い
 た。 組織学的検索には膵非切除例では術 中 採 取 し存 膵 組 織片を, 膵切除例では切離端近傍の病
 変のない部を 選ん で・鏡検 した。 膵実質量の算定には格子Microme ter を用い, Po int coun-
 ting method を用 いた。 すなわち任意に選んだ50 区画内 で結合織量を算出 し, この値と全格子
 交点数との差が全格子交点に占める割合を膵実質量とした。 外因性膵刺激には, SeCretin
 lu/50/鯵/痂 持続点滴法を, Pancreozymin は1u/Kg 一回静注法を用 いた。
 検索結果: (1)術後膵外分泌機能; 膵および胃・十二指腸に侵襲を加えない胆道手術例中, 膵
 組織が正常であった例を対象と し術後膵外分泌量の推移をみた。 膵液量. 耳C O三 量,各酵素量はともに術
 直後は極めて低値で retrospective にみると回復時の% の量であったが, 一般状態の改善とともに
 次第に増加 し, 10～ 14病目で一定の値を示 した。 慢性膵炎例を膵正常例 と比較する と各要素の絶
 対量の差はあるが. その回復は同様の傾向を示 した。 各種手術術式馴すなわち胃手術術式別, 膵
 手術術式別にそれぞれの術後 10～ 14 病目の膵外分泌各要素の実測値平均を100とし, 各病目の
 百分率を求め術式による術後推移を比較 したところ. ほぼ同 じ傾向を示 した。 胃管抜去, 食餌摂
 取の術後膵外分泌に及ぼす影響を, 食餌の 十二指腸通過例, 空置例で検討 したが, それぞれ前日
 量のL5～2・0, 1.3～L7倍の増加率であり, これらは胃管抜去前の増加率に比 し特に大きいもの
 ではなかった。 さらにこの影響を6時間採液の分画で比較検討 したが, 有意 の差はみられなかっ
 た。 一日における膵外分泌の各要素の時間的変動を胆道手術例で検討すると, 夜間分画の排出量
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 が最も少く一日総排出量の 15%前後であり, 昼食, 夕食を含む分画ではそれぞれ 33, 27%を占
 めていた。 採液が理想的に行なわれた胆道手術4例で, 手術の影響 が全くない時期の一日の膵外
 分泌各要素の平均値を求めると, 液量 891 彫, HCOi量 85.79 mEq, A皿ylase量 25323 U,
 1・ipase量 294297 1U, Trypsin量 52569 1Uであった。
 (2)膵組織所見 と膵外分 泌機能; 光顕的 に膵組織所見 が正常であった胆道手術4例の膵実質
 量平均は9 2. 58%であ つた。 その膵外分泌量を対照と して膵実質量7 0. 95彩の慢性膵炎例の
 膵外分泌量をみると, その外分泌量減少と膵実質量減少比との間には相関がみ られた。 剖検例を
 対象とし, 各種膵切除術式 にお ける切 離線 を想定, 膵を切離 しその重量を検討すると, 膵頭切
 除例では50%, 膵尾切除例では60%の膵実質が残存することが判明 した。 これをもとに対照
 例 と膵頭切除例 で残 存膵組織が正常で あ る 例 を比 較 す る と, その膵外分泌量 は膵切除率5 0彩
 で補正 しても算定期待値との 間には較差 があ り, その原 因に は手術に よる神経性, 内因性刺
 激などが欠如 したためと考え られた。 しか し膵切除例 の膵 組織正常例を対照と して残存膵に
 線維化がある切除例についてみると, 実質量82.84, 78.50・ 36. 11 %の線維化例では, 膵外
 分泌量の減少の程度 はほ ぼ実質量の減少と平行する傾向が認め られた。 膵実質量の変化が外因性
 刺激に対 して, いかに反応するかを見るために Secretin, Pancreozymin 刺激を行なった。
 Secret in 刺激下の膵外分泌量は, とく に水およ び電解質におい て膵実質量と平行する傾向があ
 り, Panc reozymin刺激下でば数値的には一致 しなかったが, 膵の線維化の程度と酵素分泌減少
 の間には平行関係があるものと推定された。
 結語: 膵管 ドレナージによって膵外分泌機能を分析することにより, 手術後の膵外分泌機能
 および膵実質量と膵外分泌との関係について検索し, 次の如き結果を得た。 11)手術後の膵外分
 泌機能は術後 10～ 14 病目で回復し, その推移も術式に関係なく同様の傾向を示した。 12〕術後
 の胃管抜去, 食事の開始 に起因する膵外分泌量の変動は,' 全体と しての膵外分泌の術後推移に比
 較 した時, これに影響を与えるほどのものではなかった。 〔3週復期の膵外分泌の一日の変動を
 みると, 夜間分画の排出量が最も少なかった。 (4)膵管 慌レナー7による成人膵機能正常例の液
 量, HOO一量, Am"ase, Llpase, Trypsin などの一日の外分泌量を測定 し得た。 (5}膵組織
 を組織計測的に処理し, 光学顕微鏡的に正常といえるものは, 膵実質量が90%以上あるもので
 あることを確認した。 (6膵実質量と膵外分泌量との相関をみると, 外分泌各粟素はよくその算
 定期待値と一致 し, ・膵実質量と膵外分泌量の間には平行関係があると考え られた。 (71外因性
 Secretin', Panc reozymin 膵刺激でも, 線維化の程度に応 じてノト 分泌の低下がみ られた。
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 審査結果の要旨
 腹部手術后に 膵外分泌機能がどのような推移を示すか, また膵部分切除后に どの程度に膵外分
 泌機能が保持される かは, 手術后の患 者の管理かよび生活指導の上でぜ ひ解明されな ければな ら
 ない問題である。 本研究では開腹時に設置した直接膵管 ドレナージによ り, これらの問題を検討
している
   o
 その結果によると上腹部手術 后の 膵外分泌機能 は術后 10 - 14 病 日で 回復 し, その推移 も術
 式に関係なく同様の傾向を示すが, 水や電解質の 回復は酵素 分泌の 回復に比 し優先する傾向をみ
 てい る。 また術后の 胃管抜去, 食餌の開始に起因する膵外分泌量の増加は, 前日量に比べて L5
 ～ 2.o 倍であり, これは全体としての膵外分泌の術后推移に比較 した時, とくに影響を与えるほど
 のものではないことを見出 している。 また本研究では膵管 ドレナー ジに よる成人膵機能正常例の
 液量, HCO3 量. 各酵素量などの一日の平均外分泌量を規定している。 すなわち液量 891 ml,
 HGO5 量 85. 79mEq, Amyl ase 量 25323U, Lipase 量 294297 1U, Trypsin 量
 525弓9 1U であった。 これらは欧米の報告値と類似していることから, 彼我の人種別, 食餌別
 による分泌量の差はあまりなら ものと している。 また回復期の 膵外分泌の一日 の変動では夜間の
 分泌が最も少ないことをみている。
 さらに本研究では膵組織を組織計測的に処理 し, 光学顕微鏡的に膵組織が正常といえるのは,
 膵実質量が go%以上ある ものであることを確認 している。 これら組織計測結果をもとに, 慢性
 膵炎例かよび膵切除例を対象と して 残存膵実質量と膵外分泌の相関を検討 し, 両者の間に平行関
 係がある ことを立証 した。
 以上の結果は食餌摂取とい う, いわば内因性膵刺 激下の平行関係の立証であったが, さ らにこれ
 を外因性 Secretin, Pancreozymin を用いて膵を刺激 し, この条件下でも実質量の低下に
 応 じた外分泌の低下がある ことを確 めてい る。
 以上の如く本 研究では 各種上腹 部手術態 者 にお ける 膵外分泌 機能 の 回復の推移沿よび 回復 期に
 おける膵の 生理的機構の一端が解明され, さらに従来観念的に想定されていた 膵実質量と 膵外分
 泌量 との関係が定量的に処理, 解決された点は高く評価されるべ きである。 今回得 られた成績は
 手術后の患 者の管理面な ど臨 床的 に も応用範囲が広 (, さらによりよ き消化管再建術式 を求める
 場 合の 重要な指針を与える貴重な業績と考える。
 よ って 学位を授与する に値する ものと認め る。
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